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新型コロナ禍における子どもの健康 
 今年は新型コロナウィルス感染症というとてつもなく大きな問題に世界が揺れています。
その中で、初期の何もわからなかったころに比べて、半年以上たってかなりのことがわかっ
てきました。それにつれて、「未知」への不安が減少し、初期に多かったデマなどは少なく
なり、少しずつ社会が落ち着いてきています。事実を知ることが重要なのは子どもも同じで
す。子どもにわかるように伝えてあげたいものです。 

そして、不安になると、本来できていたこともできなくなり、それによる不利益も生じて
きます。子どもにとっての不利益として、予防接種を控えるということが大きいことはこれ
までの海外での感染症拡大時にも見られており、今回日本でも起きていることです。そのよ
うな不利益から子どもを守ることも大切です。 
 多くの子どもや家族のご協力で、子どもや家族のこころの問題に関しても明らかになっ
てきました。かなり多くのお子さんやご家族が不安を強くしています。当然のことです。不
安を持つのは当たり前ですが、それが不利益に繋がらないような努力も必要です。災害など
の困難があると、本来は寄り添って「絆」を求めるのが人間です。しかし、感染症はその絆
がマイナスに働くので、繋がる方法が少なくされてしまいます。「新しい生活様式」はまさ
に絆を作りにくくする生活でもあります。そんな生活の変化を強いられ、親も子もいら立っ
ていることは少なくありません。夫婦喧嘩、親子喧嘩で警察に連絡することも増加している
ようです。不安や苛立ちへの対処法が重要です。 

今回は、感染症そのものを知ること、子どもにとって不利益となる予防接種控えの問題に
関して、現在の家族の心の状況、心が安定した生活へのアドバイスを各専門家の先生にお話
しいただくことができました。皆様のお役に立てれば幸いと存じます。 
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